
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８８

挑戦的萌芽研究

2016～2015

格差貧困に抗する成人基礎教育学にむけて―領域横断的な共同探求ネットワークの構築

Towards the construction of adult basic education studies against disparity and 
poverty, a networking of cross-subjects collaboration.

１０３５０３５７研究者番号：

岩本　陽児（IWAMOTO, Yohji）

和光大学・現代人間学部・教授

研究期間：

１５Ｋ１３１９１

平成 年 月 日現在２９   ６ ２０

円     2,500,000

研究成果の概要（和文）：　日本の教育は世界一との見方がある一方、じつは多くの人が義務教育を終えること
ができておらず、この実態を明らかにする統計調査さえ行われていません。義務教育未終了の原因はさまざまで
すが、近年は、いじめ・不登校や無戸籍者の問題などもあり、現在進行形で未修了者が生み出されています。こ
うした人々の学びの機会を拡充し、幸福追求のための再チャレンジが可能となるような社会を作るために、さま
ざまな領域の人々がつどい、基礎教育保障のための新たな学会を立ち上げました。

研究成果の概要（英文）：　There a certain public image about an achievement of the Japanese 
education as world No.I, however, not only many people have not finished their compulsory education 
in fact but also there have been no statistics to identify this fact. The reasons of not finishing 
school education varies. School bullying is an important cause. Those who not registered to the 
state have no access to school education. The issues are indeed very current, not of the past. In 
order to enlarge the chance to access basic education and to enable to obtain second chance for 
happiness we have set up a new academic organisations consisted not only by researchers of relating 
subject, but also by educators, volunteers and learner themselves.

研究分野：社会教育学・生涯学習論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

（１）全国夜間中学研究会（全夜中研）は、
戦後の発足当初から公立中学校夜間学級（以
下、夜間中学）の法的な位置づけを求めてき
た。日本弁護士連合会による人権救済申し立
てにもかかわらず、抜本的な進展が見られな
かったことから再度、立法運動への取り組み
を開始していた。 
（２）夜間中学および自主夜間中学の教育実
践に注目してきた社会教育研究者の呼びか
けにより、国内および韓国の識字教育（文解
教育）研究者、夜間中学関係者がコアメンバ
ーとなり、夜間中学の拡充運動を研究的側面
から支援するための基礎教育学会（仮称）構
想・懇話会を２０１４年度中に発足させ、２
月に基礎教育学会（仮称）設立準備会と名称
を改めたところであった。 
（３）社会的背景として、新自由主義政策の
下での国内社会の二極化の進展がある。諸般
の事情から下位に置かれている人について
も、適切な学習支援により第二のチャンスが
与えられることは、社会的には納税人口の増
加をもたらし、犯罪率を低減させるものと考
えられた。 
 
２．研究の目的 
（１）現代日本の格差・貧困に抗する成人基
礎教育学を創設すべく、領域横断的な共同探
究ネットワークを構築することを、本研究の
目的とした。成人基礎教育とは、成人として
当該社会で生きていくうえで最低限必要な
知識と技能の習得支援を指す。欧米諸国では、
識字教育、失業者の就労支援、移民の語学習
得支援などを対象とするこの領域は、政策的
にも研究的にも教育の主たる領域のひとつ
として位置づけられ、発展が図られてきた歴
史を持つ。しかし本邦の場合、未確立のまま
である。 
（２）近年、子どもの貧困対策の推進に関す
る法律（平成２５年法律第６４号）、生活困
窮者自立支援法（平成２５年法律第１０５
号）等が成立した。こうした中で、格差・貧
困問題の教育的開発に向けた原理・方法・政
策・歴史に関するアカデミックな探求の継続
的な蓄積が、実践の質向上に不可欠となると
の現場の声を受けて、本研究は構想された。 
（３）本研究が最終的に目指したのは、「日
本成人基礎教育学会（仮称）の設立であった。 
 
３．研究の方法 
（１）アクションリサーチ 本研究が試みる
「成人基礎教育学」にむけた教育・福祉・労
働にまたがる領域横断的な研究と実践の共
同探究ネットワークを形成していく試みは、
その過程で貴重な経験値を生み出すことが
期待された。定例研究会の議事録、メイリン
グリストやホームページの活用方法、ネット
ワーク形成時に直面した困難に関する当惑、
解決のための営みを丹念に記録化していく。
こうした経験知識を検証し、共有可能な形で

残していく。すなわち、アクションリサーチ
として本研究の過程を描いていく。 
（２）国内調査 わが国で成人基礎教育にか
かわる研究と実践の共同探究ネットワーク
を形成すべく、福祉や労働党の関連領域との
接点把握に関する調査研究を行う。具体的に
は、識字学級、夜間中学、日本語教室、生活
困窮者支援、外国人の生活・学習支援を予定
した。 
（３）海外調査 わが国で成人基礎教育学を
構想する際に不可欠な視点や、ネットワーク
のあり様を探るべく、先進事例の調査を行う
こととして、当初、英国、韓国の調査を予定
した。 
 
４．研究成果 
（１）アクションリサーチに関しては、満足
のいく成果を収めることができた。 
①研究初年度には、以下の会議を開催して議
事を重ね、格差貧困に対抗する基礎教育保障
のための、多様な知的バックグラウンドの研
究者と実践者（ステイクホルダー）のネット
ワーク化による新たな学会作りの準備を進
めてきた。 
―第二回準備会 ５月、筑波大学東京キャン
パス文京校舎に１６名が参集。 
―第三回準備会 ７月、大阪産業大学大阪駅
サテライトに３３名が参集。 
―第四回準備会 ９月、筑波大学東京キャン
パス文京校舎に１７名が参集。丁寧な検討の
結果、学会名を当初案から変更し、「基礎教
育保障学会」とすることがより適切との合意
に至った。 
―第五回準備会 １１月、福岡大学に９名が
参集。 
―基礎教育保障学会（仮称）準備会・拡大世
話人会 ２０１６年１月、学びリンク社（東
京、市ヶ谷）会議室に１３名が参集。 
―第六回準備会 徳島市ふれあい健康館に
１４名が参集。（議事に先立ち、徳島市教委
主催「徳島教師塾」に合流。） 
②研究２年目には、以下の会議を開催した。 
―第七回準備会 ５月北海道大学教育学部
会議室に２９名が参集。 
―第八回準備会 ７月中野サンプラザ会議
室に２３名が参集。終了後記者会見。 
 
 第五回以降の準備会を、九州、四国、北海
道と全国展開して、各地で取り組まれている
自主夜間中学を応援しつつ、ネットワーク化
を進めた。これら会議については丁寧な記録
を起こし、出席できなかった人とも共有が可
能な状態とした。メイリングリストには約５
０名の登録があり、つごう６回発行したニュ
ーズレターは、普通教育保障に取り組んでい
る超党派議員連盟所属の国会議員とも共有
した。 
 
―８月２１日に、国立国語研究所（立川市）
を会場に全国から１５０名の参加を得て、学



会設立大会（設立総会と研究大会）を開催し
た。 
―来賓あいさつ①文科事務次官、前川喜平氏
②全国夜間中学研究会、須田登美雄氏 
―基調講演①大安喜一氏（元ユネスコ、ダッ
カ事務所。岡山大学教授）「アジアにおける
基礎教育の完全普及に向けて」②見城慶和氏
（元、夜間中学教諭）「夜間中学の生活基本
漢字３８１文字」 
―ポスターセッション 
―８名によるリレートーク（社会教育、日本
語教育、識字、公立夜間中学、自主夜間中学、
子どもの貧困対策、生活困窮者支援、障がい
児の教育保障の立場から）等 
 
（２）国内調査については、ネットワーク形
成に必要な情報を収集することができ、有益
であった。 
 
（３）海外調査 予算的な制約から、展開が
不十分であった。本邦の国立国会図書館に相
当する台湾省国家図書館（台北）を２０１７
年１月に訪問し、文献収集にかかわるパイロ
ット調査を行うことができたことは、今後に
とって有益であった。 
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① Makiko Shin’ya ”Japanese Literacy 

Education for Immigrants and Minorities in 

Japan: From the Viewpoint of Social 

Justice and Equity” TESOL Talk, 依頼講

演, San Francisco State University, 2017

年 2 月 8日 
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『基礎教育を保障する共生社会の構築に向

けた課題と展望～多様な教育機会確保法の

成立、施行を踏まえて』（ミニシンポジウム） 

移民政策学会 2017 年度年次大会 2017

年 5月 27日 成城大学 
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